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文責 石田 純也

過去のハートチーム通信はこちら →

本年度より赴任いたしました、石田と申します。
昨年度までは宇都宮にて救急・集中治療医として
研鑽を積んで参りましたが、現在心臓血管外科で
修行をさせていただいております。
今回は集中治療および心臓血管外科領域の両領

域に関わる新たなtopicについて共有させていた
だきました。地域の皆様の健康に寄与できるよう
頑張っていきたいと思います。

心臓手術後、腎不全の予防にアミノ酸投与は有効か？

ーPROTECTION試験ー

心臓手術は人工心肺も用いる大手術となりま

すが、安全に手術を行うための試みは、手術後、
集中治療室へ入室してからも続きます。中でも
急性腎不全は術後比較的起こる可能性の高い合
併症のひとつであり、どのように予防すべきか
ということが世界中で長らく議論されています。
昨年イタリアの研究グループから術中および術
後３日までのアミノ酸の点滴投与が、腎血流を
改善し腎不全を予防し得るという報告があり、
やや専門的な内容ではありますが共有させてい
ただきます。

術後腎不全は主に腎臓の血流低下が関連すると考えられておりますが、特に人工心肺を用

いる手術においては一時的な腎血流の低下は避けられません。一方アミノ酸投与が腎血流を
増加しGFRを改善させることは以前より示されており、今回心臓手術後におけるその有用性
が検証されることとなりました。イタリア・シンガポール・クロアチアの複数施設において
施行され、その対象は4,931人に及びます。結果、待機的な人工心肺下での心臓手術患者に
ついて、アミノ酸投与群のほうが有意に腎不全の発症を減少させた形となりました。

長期的な予後や透析の必要性を減らし得るかについてはまだ有意差が示されておらず、実
際の治療の導入という意味では今後ますます調査が必要な領域でありますが、数年後には実
際に施行される治療となっているかもしれません。安全な心臓手術を皆様に受けていただく
ため日々邁進して参りますので、何卒よろしくお願い申し上げます。
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